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	２２４　アテノロール（小児科５１）
	テノーミン錠、他後発品あり
	原則として、「アテノロール【内服薬】」を「小児の頻脈性不整脈（洞性頻脈、期外収縮）」に対して「0.5～2mg/kgを1日1回」処方した場合及び「20歳未満で体重が成人と同等の者の頻脈性不整脈（洞性頻脈、期外収縮）」に対して「25～100ｍｇを1日1回」処方した場合、当該使用事例を審査上認める。
	薬理作用が同様と推定される。
	○　留意事項
	使用上の注意において、「低出生体重児、新生児、乳児、幼児又は小児に対する安全性は確立していない。」と記載があることに留意して使用されるべきであること。また、小児に特化した注意点はないが、低血糖には留意するべきであること。
	○　その他参考資料等
	小児不整脈の診断･治療ガイドライン2010（日本小児循環器学会）

